
その４２

自自転転車車のの道道

「「
明明
治治
緑緑
道道
基基
本本
計計
画画
」」
とと
いい
うう
計計
画画

をを
ごご
存存
じじ
でで
すす
かか
？？
ここ
れれ
はは
、、
昭昭
和和

年年
５５００

度度
にに
、、
現現
在在
のの
ササ
イイ
クク
リリ
ンン
ググ
ロロ
ーー
ドド

「「
明明
治治
用用
水水
緑緑
道道
」」
のの
整整
備備
がが
始始
まま
るる
際際
、、

市市
民民
のの
生生
活活
環環
境境
をを
改改
善善
すす
るる
ここ
とと
をを
目目

的的
とと
しし
てて
制制
定定
しし
たた
もも
のの
でで
すす
。。
ここ
のの
計計

画画
をを
制制
定定
しし
たた
背背
景景
にに
つつ
いい
てて
、、
当当
時時
のの

広広
報報
ああ
んん
じじ
ょょ
うう
でで
はは
次次
のの
よよ
うう
にに
伝伝
ええ

てて
いい
まま
すす
。。

『『
今今
日日
のの
車車
社社
会会
はは
、、
一一
面面
でで
はは
わわ
たた

しし
たた
ちち
のの
生生
活活
をを
豊豊
かか
にに
しし
、、
力力
強強
くく
支支

ええ
てて
いい
てて
くく
れれ
まま
すす
がが
、、
もも
うう
一一
面面
でで
はは
、、

環環
境境
をを
破破
壊壊
しし
、、
わわ
たた
しし
たた
ちち
のの
生生
命命
すす

らら
おお
びび
やや
かか
しし
てて
いい
まま
すす
。。
��
車車
社社
会会
へへ
のの

反反
省省��
そそ
れれ
はは
大大
きき
なな
社社
会会
問問
題題
でで
すす
がが
、、

まま
ずず
「「
いい
かか
にに
しし
てて
自自
然然
とと
のの
調調
和和
をを
取取

りり
もも
どど
すす
かか
」」
をを
みみ
んん
なな
でで
真真
剣剣
にに
考考
ええ

なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
とと
きき
でで
はは
なな
いい
でで
しし

ょょ
うう
かか
。。』』（（
昭昭
和和

年年
１１
月月
１１
日日
号号
よよ
りり

５５１１

抜抜
粋粋
））

今今
かか
らら

年年
ほほ
どど
前前
のの
ここ
とと
でで
すす
がが
、、

３３００

当当
時時
かか
らら
環環
境境
へへ
のの
関関
心心
がが
ああ
っっ
たた
ここ
とと

がが
うう
かか
がが
ええ
まま
すす
。。
まま
たた
、、
ここ
のの
計計
画画
でで

はは
、、
当当
時時
とと
しし
てて
はは
ユユ
ニニ
ーー
クク
なな
いい
くく
つつ

かか
のの
テテ
ーー
ママ
をを
定定
めめ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
具具
体体

的的
にに
はは
、、
耕耕
作作
地地
地地
帯帯
にに
はは
並並
木木
のの
中中
のの

道道
、、
住住
宅宅
地地
域域
にに
はは
公公
園園
、、
学学
校校
付付
近近
にに

はは
通通
学学
路路
、、
工工
場場
地地
帯帯
にに
はは
緩緩
衝衝
緑緑
地地
帯帯

とと
いい
うう
よよ
うう
にに
、、
周周
辺辺
のの
環環
境境
にに
合合
わわ
せせ

たた
性性
格格
づづ
けけ
をを
。。
そそ
しし
てて
、、
植植
栽栽
にに
はは
、、

季季
節節
感感
がが
感感
じじ
らら
れれ
るる
もも
のの
、、
小小
鳥鳥
をを
呼呼

ぶぶ
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
もも
のの
、、
桜桜
のの
名名
所所
とと
すす

るる
なな
どど
とと
設設
定定
しし
てて
いい
まま
すす
。。

「「
市市
民民
のの
生生
活活
にに
うう
るる
おお
いい
とと
希希
望望
をを
」」

とと
いい
うう
願願
いい
をを
込込
めめ
てて
作作
らら
れれ
たた
ササ
イイ
クク

リリ
ンン
ググ
ロロ
ーー
ドド
。。
現現
在在
のの
様様
子子
はは
どど
のの
よよ

うう
にに
なな
っっ
てて
いい
るる
のの
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。

春になれば桜並木が見られる春になれば桜並木が見られる（安城公園付近）（安城公園付近）

広報あんじょう　2007.10.1 �

昭林公園を走る昭林公園を走る

広報あんじょう　2007.10.1�

現現
在在
、、
市市
内内
をを
通通
るる
ササ
イイ
クク
リリ
ンン
ググ
ロロ

ーー
ドド
はは
５５
路路
線線
。。
いい
ずず
れれ
もも
、、
パパ
イイ
ププ
ララ

イイ
ンン
化化
ささ
れれ
たた
明明
治治
用用
水水
のの
上上
部部
をを
走走
っっ

てて
いい
まま
すす
。。
なな
おお
、、
５５
路路
線線
のの
総総
延延
長長
距距

離離
はは
、、
約約
��
。。
直直
線線
でで
安安
城城
市市
かか
らら
静静

４４５５

岡岡
県県
まま
でで
行行
けけ
るる
ぐぐ
らら
いい
のの
距距
離離
にに
なな
りり

まま
すす
。。

豊豊
田田
安安
城城
自自
転転
車車
道道（（
��
））

２２２２

５５
つつ
のの
ササ
イイ
クク
リリ
ンン
ググ
ロロ
ーー
ドド
のの
中中
でで

最最
もも
長長
いい
道道
でで
すす
。。
豊豊
田田
市市
水水
源源
町町
かか
らら

始始
まま
りり
、、
安安
城城
市市
のの
中中
心心
部部
をを
経経
由由
しし
、、

藤藤
井井
町町
のの
国国
道道

号号
にに
到到
達達
しし
まま
すす
。。
鉄鉄

２２３３

道道
やや
主主
要要
道道
路路
とと
のの
交交
差差
がが
立立
体体
化化
ささ
れれ
、、

安安
全全
にに
走走
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

西西
井井
筋筋
自自
転転
車車
道道（（

・・
９９��
））

１１１１

豊豊
田田
市市
広広
美美
町町
でで
豊豊
田田
安安
城城
自自
転転
車車
道道

かか
らら
分分
岐岐
。。
里里
町町
をを
通通
りり
、、
知知
立立
市市
・・
刈刈

谷谷
市市
へへ
向向
かか
いい
まま
すす
。。
途途
中中
、、
知知
立立
八八
橋橋

のの
カカ
キキ
ツツ
ババ
タタ
やや
、、
東東
海海
道道
のの
松松
並並
木木
なな

どど
のの
見見
所所
もも
ああ
りり
まま
すす
。。

西西
高高
根根
用用
水水
自自
転転
車車
道道（（
４４��
））

浜浜
屋屋
町町
でで
豊豊
田田
安安
城城
自自
転転
車車
道道
かか
らら
分分

岐岐
。。
名名
鉄鉄
新新
安安
城城
駅駅
付付
近近
のの
住住
宅宅
街街
をを
通通

りり
、、
知知
立立
市市
へへ
抜抜
けけ
まま
すす
。。
浜浜
屋屋
町町
のの
日日

吉吉
神神
社社
前前
でで
はは
、、
親親
水水
施施
設設
にに
よよ
るる
、、
水水

のの
せせ
せせ
らら
ぎぎ
もも
楽楽
しし
めめ
まま
すす
。。

中中
井井
筋筋
自自
転転
車車
道道（（
��
））

３３．．６６

池池
浦浦
町町
でで
豊豊
田田
安安
城城
自自
転転
車車
道道
かか
らら
分分

岐岐
。。
ＪＪ
ＲＲ
三三
河河
安安
城城
駅駅
まま
でで
をを
結結
んん
でで
いい

まま
すす
。。
途途
中中
、、
篠篠
目目
町町
でで
はは
、、
沿沿
道道
のの
水水

路路
にに
、、
ホホ
タタ
ルル
のの
幼幼
虫虫
をを
放放
流流
しし
てて
いい
まま

すす
。。
ホホ
タタ
ルル
がが
乱乱
舞舞
すす
るる
中中
、、
ササ
イイ
クク
リリ

ンン
ググ
、、
とと
いい
うう
ここ
とと
もも
可可
能能
にに
なな
るる
かか
もも

しし
れれ
まま
せせ
んん
ねね
。。

花花
ノノ
木木
用用
水水
自自
転転
車車
道道（（
��
））

３３．．４４

横横
山山
町町
かか
らら
榎榎
前前
町町
をを
結結
んん
でで
いい
まま
すす
。。

田田
園園
地地
帯帯
をを
通通
過過
すす
るる
道道
でで
、、
途途
中中
にに
はは
、、

四四
阿阿
やや
トト
イイ
レレ
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
自自
転転
車車
でで

あ
ず 
ま
や

デデ
ンン
パパ
ーー
クク
へへ
出出
かか
けけ
るる
にに
はは
、、
便便
利利
なな

道道
でで
すす
。。

現現
在在
のの
ササ
イイ
クク
リリ
ンン
ググ
ロロ
ーー
ドド
をを
見見
渡渡

すす
とと
、、

年年
前前
にに
定定
めめ
たた
テテ
ーー
ママ
にに
つつ
いい

３３００

てて
はは
、、
ああ
るる
程程
度度
達達
成成
しし
てて
いい
るる
よよ
うう
にに

思思
ええ
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、
たた
だだ
のの
「「
自自
転転
車車

でで
走走
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
道道
」」
とと
しし
てて
でで
はは

なな
くく
、、「「
自自
転転
車車
をを
生生
活活
にに
利利
用用
すす
るる
たた
めめ

のの
道道
」」
とと
いい
うう
視視
点点
でで
見見
たた
場場
合合
、、
まま
だだ

まま
だだ
足足
りり
なな
いい
部部
分分
がが
ああ
るる
のの
がが
現現
状状
でで

すす
。。
市市
はは
、、
今今
年年
度度
にに
、、
自自
転転
車車
にに
よよ
るる

まま
ちち
づづ
くく
りり
「「
エエ
ココ
ササ
イイ
クク
ルル
シシ
テテ
ィィ
計計

画画
」」
をを
策策
定定
しし
まま
しし
たた
。。
将将
来来
はは
、、
自自
転転

車車
にに
乗乗
っっ
てて
どど
ここ
にに
でで
もも
スス
イイ
スス
イイ
行行
けけ

るる
、、
そそ
んん
なな
街街
にに
なな
っっ
てて
いい
るる
とと
いい
いい
でで

すす
ねね
。。
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